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　　　　　　　　　　　豪雪ニモマケヌ県南の伝統野菜「ふくたち」

　　　　　　　　　　　　～ＪＡうご“ひばり野ふくたち”～

１．「ふくたち」とは

　　皆さんは秋田の伝統的な野菜「ふくたち」（もしく

　は「ふくだち」）をご存じだろうか。

　　秋に種をまき、越冬させたハクサイがとう立ちして

　きたところを収穫したもので、元の品種は一般的なハ

　クサイです。

　　「ふくたち」は県南部が発祥地とされ、もともとは

　ハクサイとして良い状態に育たなかったものを収穫せ

　ずに畑に残して冬を越し、春になってとう立ちし始め

　たものを食べたところ、とても美味しかったことから

　県南地域で広まったのが始まりと言われています。

２．「ふくたち」の産地

　　「ふくたち」は県南地域の家々で春先の貴重な自給用野菜として食されてきました。

　　あまり世に出回っていなかった「ふくたち」を特産にしようと、初めて市場に出荷したのが羽後

　町新成地区の農家が集まった新成園芸組合です。昭和５７（１９８２）年に県南青果卸売市場への

　出荷が始まって徐々に認知度が高まり、平成２６（２０１４）年にはＪＡうご新成園芸組合の  “ひ

　ばり野ふくたち”  として商標登録されています。ひばりの地区では、現在は１４戸の農家が合わせ

　て約４，２００坪（１．４ｈａ）のハウスで栽培しています。

　　また、最近では近隣の貝沢集落の“貝沢ふくだち菜”のように「道の駅　端縫いの郷」の産直コー

　ナーなどでの直売も見られるようになりました。

　　　　まもなく出荷の「ふくたち」（２月１２日）　　　　　　　　　　　　商標“ひばり野ふくたち”
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３．「ふくたち」の食べ方

　　「ふくたち」の旬は３月から４月の春です。

　　他の菜っ葉野菜類と同じ調理方法で美味しく食べられます。多くの葉物野菜では軸（芯）を取り除くこ

　とが一般的ですが、「ふくたち」はこの軸の部分に甘みが多くて食感もいいので、この部分を捨ててはい

　けません。

　　下茹でしたものを胡麻和えやお浸しなどの和え物にすることが多いとのことです。また、みそ汁の具の

　ほか、炒め物や肉巻きにしても美味しいです。

　　インターネットで検索すると様々なレシピが公開されていますので、詳しくはそちらをご覧ください。

　　　　　　　ふくたちｄｅカルパッチョ　　　　　　　　　　　　　　　　　ふくたちの肉巻き

　　※ＪＡうごでは、ただいまご購入予約受付中です。詳しくは、ＪＡうごホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　ＪＡうご営農販売課　☎０１８３（６２）５８２７
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　　　　　　　　　　～令和３年産の稲づくりの作業がまもなくスタート～

　　　　　　　　　　　　　　　水稲種子予措のポイント

　今年の冬は、記録的な大雪となり、特に横手市では昭和５４年に統計を始めて以来最大となる２０

３cmの積雪量となりました。このことにより、各地域で園芸・育苗ハウスの倒壊などの被害が発生

し、春作業の遅れなどが懸念されます。種子予措を行うこの時期の気温はまだまだ低く、このような

低温下では種子消毒剤の効果の低下や、休眠が深まり出芽が遅れることがありますので、以下のとお

り十分に注意してください。

　また、令和２年産種子は、登熟中・後期にあたる８月１９日から９月９日の期間に、平年に比べ日

平均気温がかなり高く、異常高温の中で登熟が進みました。このことにより、種もみは休眠が強く

なっていますので、浸種は長めに行い、水温に十分に注意してください。また、催芽は時間がかかる

可能性がありますので注意してください。

　　　　　種子予措は、健全で充実した種子を選別することから始まります

◆塩水選◆

　塩水選（比重選）で軽い種子を除くことにより発芽が揃い、その後の生育も優れます。塩水選は、

食塩または硫安で正確な比重液（うるち米は１．１３、もち米は１．０８）で行ってください。

　ただし、種子消毒剤吹き付け・塗抹済み種子は消毒剤が溶出するので塩水選は行わないでくださ

い。

◆種子消毒◆

　種子消毒は種子伝染性の苗立枯細菌病、もみ枯細菌病、褐条病、ばか苗病、いもち病などを対象に

行います。

　また、無消毒種子を購入した場合は、種子伝染性病害の発生等を防ぐため、必ず「テクリードＣフ

ロアブル」等の薬剤で種子消毒を行ってください。温湯消毒を行う場合は、専用の処理装置を用いて

ください。温湯消毒は生物農薬「タフブロック」等と組合せると、防除効果が向上します。特に種子

伝染性病害（ばか苗病等）を防ぐため、自家採種は行わず、採種ほ産種子を使用してください。

◆浸種◆

　種子の発芽を揃えるために、発芽に必要な水分を吸収させるとともに種子に含まれる発芽阻害物質

を溶出させ取り除く作業です。浸種の適水温は１０～１５℃で、１０℃以下の低温で浸種すると、休

眠が逆に深まる場合があります。一方で、１４℃で８日間以上浸種すると浸種期間中に発芽が開始す

ることがあるので注意してください。また、種子消毒剤の効果を高めるためにも、浸種温度は１０℃

以下にならないように気をつけてください。浸種に使う容器は、種子量に対し大きめのものを使用し

てください。種子１ｋｇに対し水３．５リットルが目安で、底の浅い平底型の容器の方が温度ムラは

少なくなります。発芽に必要な吸水量は、乾籾重の２５％前後であり、浸種期間は水温１０℃で６～
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８日、１４℃では６日間程度とします。

　種子消毒剤の効果を高めるため、浸種期間中の水交換は２～３回とします。浸種終了の目安は、籾

殻を透かして胚が白く見えるようになった頃です。

◆催芽◆

　催芽は、発芽の種子間差を小さくし、均一に発芽させるために３０～３２℃で行ってください。あ

らかじめ３６～４０℃の温度で湯通しを行い、種子袋の内部まで温度が均一になるようにしてくださ

い。催芽中は水分を切らさないようにし、芽の長さはハト胸程度とします。発芽速度は品種によって

異なり、同一品種の種子であっても年により休眠性に差があるため発芽速度が異なります。また、催

芽作業の時期によっても異なりますので、発芽程度（芽の長さと芽切れの揃い）を十分観察して催芽

を終了してください。

　　　　近年「もみ枯細菌病」が散見されていますので、注意してください！

◆出芽温度は３２℃を超えないようにし、被覆期間を過剰に長くしないようにしてください。また、

出芽後の再被覆は行わないでください。

◆緑化期以降は２５℃以上にならないように注意してください。
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　　　　　　　　　　　　　ＪＡ農業機械担当者を表彰

　　　　　　　　　　　　　　　 ～農家訪問活動を積極的に展開～

　秋田県ＪＡ農機技術指導員委員会（事務局：ＪＡ全農あきた）は、農家訪問活動を積極的に行うこ

とで組合員との絆を深め、優れた成果を収めたＪＡ農機担当者を毎年表彰しています。

　今年度の製品成約受注部門の最優秀賞は、ＪＡ秋田やまもとの藤田浩さん（３連覇）、修理整備料

金部門の最優秀賞にはＪＡ秋田おばこの小松弦矢さん（３連覇）が輝きました。

　各メーカー表彰や県本部表彰、農技委員会表彰など、延べ５１人と２ＪＡを表彰したほか、今年度

が最終年となった「大型共同購入トラクター」の３か年受注計画目標を達成した７ＪＡに計画達成

ＪＡ賞を贈りました。また、今年度末に退職される１２人の担当者に長年の功績を称え「功労賞」

を、今年度から農機担当者となった新人職員には「新人賞」を贈りました。

　この表彰は例年、「ＪＡ農業機械パワーアップ運動成果発表大会」と題し、表彰者をはじめ関係者

が一堂に会してその栄誉を称えていましたが、今年度は新型コロナウイルス感染防止の観点から開催

を見合わせ、各ＪＡ単位で表彰を行いました。今後もＪＡ農機担当者と連携し積極的に出向き、より

ニーズにあった提案ができるよう取り組みをすすめていきます。

【製品成約受注部門：最優秀賞】

ＪＡ秋田やまもと：藤田 浩さん

【修理整備料金部門：最優秀賞】

ＪＡ秋田おばこ：小松 弦矢さん

6 



　　　　　　　　　　　　今冬の雪害からの復旧に向けて

　この冬秋田県内は令和２年１２月中旬以降、断続的な降雪に見舞われました。特に、県南部での積

雪量が多く、横手市では２月５日に最大積雪深が２０３ｃｍとなり、地域気象観測システム（アメダ

ス）による観測が始まった１９７９年以降で最大を更新しました。（「四八豪雪」の１９７４年は積

雪２５９ｃｍを記録）

　今冬の大雪で住宅等の被害のみならず、雪下ろし中の事故などによる人的被害も多く発生しており

ます。秋田県の調査によると、２月１９日現在、農林関係の被害額は判明している範囲で約３２億円

に達しており、パイプハウスの倒壊などの農業生産施設等が大半を占めています。この後、雪解けが

進むにつれて果樹の枝折れなどの被害額が明らかになることから、さらに被害額が膨らむことが懸念

されます。

　秋田県では、樹園地の除雪など被害の軽減に向けた取り組みを支援するとともに、被害を受けた樹

体やパイプハウスなどの復旧等を支援し、被災した農業者の経営と産地の再建を図るための予算を２

月議会で計上しています。

　また、国においても「強い農業・担い手づくり総合支援交付金」や「持続的生産強化対策事業」等

で大雪による被災農林漁業者への支援策を講ずることとしています。

　さらに、ＪＡグループにおいては、資材の調達等についてメーカーと連携を図っているほか、令和

３年産水稲作にかかる苗不足が生じないよう各ＪＡと調整を行っています。

【秋田県の支援策】

　　　美の国あきたネット（https://www.pref.akita.lg.jp/）の「緊急情報・重要なお知らせ」の

　　「【大雪】被災した農業者等への支援について」

【国の支援策】

　　　農林水産省ホームページ（https://www.maff.go.jp/）の「注目情報」の「今期の大雪に係る支

　　援対策について」

【農林中央金庫（ＪＡバンク）の支援策】

　　　農林中央金庫（https://www.nochubank.or.jp/）の「ニュースリリース一覧を見る」の「令和

　　３年１月７日からの大雪による災害に対する金融上の措置について」及び「令和３年１月７日か

　　らの大雪による災害により被害にあわれた皆さまに対するＪＡバンクにおける相談対応等につい

　　て」をご覧ください。

　ご不明な点があれば、最寄りのＪＡ、市役所・町村役場、地域振興局農業振興普及課等へお問い合

わせください。
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　　　　　　　　　　　　　育苗期のいもち病防除
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　　　　　　　　ＪＡグループがおすすめする ドローン散布対応水稲除草剤
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